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平成２６年２月１７日 

                                               
日本リハビリテーション専門学校「第二回学校関係者評価報告」 

 
 
１ 日時 

平成２６年２月１７日（月）１５：００～１６：００ 
 
２ 場所 

日本リハビリテーション専門学校 第二校舎六階 
 
３ 出席者 

委 員：高田、武市、古川、山下、栗原 
事務局：二瓶、工藤、畠山、近野、篠田、鈴木雅、深瀬 
     

４   会議内容 
 
開催宣言（二瓶）  

本日の予定（工藤） 
 
～以下、議題に添って進行～ 
＜議題＞ 
 
（１）平成２４年度自己評価報告書を踏まえた平成２５年度学校関係者評価報告書

（案）について  

 
    資料に添って説明（事務局 工藤）。 
 
（２）その他  

① 入学時アンケート集計結果（平成２５年度及び平成２４年度）について  

       （事務局 工藤）  

 近年の傾向として、大卒が減り、男性が増えている傾向がある。  

 日リハを選ぶ理由として、実習時間・国試対策・就職状況を重視している学生
が多くいることがわかる。  

 

② 卒業時アンケート集計結果（平成２４年度及び平成２３年度）について  

       （事務局 工藤）  

 年度・学科・クラス・などにより、意見にかなりのばらつきが見られる。  

 

【質疑応答】  
 
武 市 委 員：卒業時ア ンケートについて は、年度・クラ スに よって アンケ
ート結果の評価に 大きな差が出てい るのはなぜか。  
 
事 務 局 畠山：卒業年 度によって学生の 質に大きな違いが あります。ま た、
教員の人事異動な ども影響があると 思います。根本的に 教員はカリキュ
ラムに基づいた教 科科目の 内容を教 えているが、夜間部 と昼間部で、学
生の価値観の違い なども関係してい ると感じて います 。  
 
武 市 委 員：それに しても、差が大き いと感じるが。  
 
事 務 局 畠山：夜間部・昼間部 そ れぞれ の 学生の特徴でもあ ります。それ
ぞれに難しさがあ ります。  
 
事 務 局 近野：昼夜の 違いは、授業をして いても反応が違う 事などからも
感じます。また、年 度によってクラス の雰囲気や感性な ども随分と違う
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印 象 が あ り、ベー ス を合わせること の 難しさがありま す 。  
 
事 務 局 深瀬：夜間部 の場合は 、前歴や性 別による考え方の 違いがかなり
大きいと思います。成績が優秀だが学 生同士の結びつき が弱いと感じる
時もあれば、その逆 もあります。結果的 にクラスの雰囲気 など、学生の
質の違いが意見と なっていると思い ます。  
 
事 務 局 畠山：男性が 多いクラスは個人 主義になる傾向が あ ります。クラ
スに中心となる学 生がいるかいない かもあ ると思いま す 。  
 
武 市 委 員：日リハを 選んだ理由に就職 状況がある。バラエ ティに富んだ
人たちが集まって いるが、実践的な 人を育てていく こ とが大切である 。
個別指導が重要で はないか。  
 
事 務 局 深瀬：個別指 導ももちろん大切 です。実習 年次など は特に感じま
す。  
 
武 市 委 員：就職指 導の評価が良くな いことはどう思う か。  
 
事 務 局 畠山：教員と うまく付き合えた 学生は良い評価を してくれている
と思っています。う まくいかなかった 学生が評価をして いない のではな
いでしょうか。学校 全体として 就職セ ミナーなども行い、学生にとって
良い就職ができる ように努力してい ます。  
 
武 市 委 員：平成２４ 年度の卒業生アン ケートで は、各学科 において就職
指導や国家試験指 導でかなり差が出 ている。個別性など を把握したうえ
で指導していると はいえ、全体的な評 価で、納得していな い学生が多い
のは現状として受 け入れるべきであ ろう 。  
自 分 か らＰＲでき る学生を育てるこ とは 、実践に使える 学生を育てるこ
ととつながってい るのではないか。  
 
事 務 局 畠山：マナ ー講座などで自己 ＰＲの仕方を指導 しています。  
 
武 市 委 員：マナー 講 座などで教えてい る就職面接態度・マ ナーは 社会一
般のマナーとは別 の事だと感じる。自 己ＰＲ能力・自己主 張ができる 学
生が実践的なので はないか。そのあた りが弱いことがア ンケートに も表
れているのではな いか。  
 
事 務 局 畠山：学校と しては 、できるだけ 公平に行う事が前 提なので、そ
れを考えながら指 導しています。個別 指導はタイミング がとても難しい
と感じています。  
 
武 市 委 員：実習に 関する指導 と、そ れ以前の 社会性・ 態度・言葉使い・
人としてのマナー 指導とが大切であ るのではないか。  
 
事 務 局 畠山：グルー プ学習や全体発表 など、自己ＰＲの機 会を与える授
業も取り入れてい ますが、うまくでき ない学生は消極的 になってしまい
ます。  
 
武 市 委 員：おとなし い素直な学生だけ ではなく、粗削りだ が夢を持って
いる、エネルギー のある学生が減っ ているような感じ もしている。  
 
事 務 局 畠山：教員は 、学力の低い２割の 学生のために、８割 の仕事をし
ているような部分 もあります。もっと 有効的に使いたい という思いは あ
るのですが。  
 
事 務 局 深瀬：自分の 思い描いている就 職活動と学校とし ての就職支援と
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の 隔 た り がある学 生もいるようで、 対応に苦慮してい ます。  
 
事 務 局 畠山：フォロ ーしてもらえなか ったと感じる学生 がいるのかもし
れません。就職指導 についてはこのア ンケートを取った 時よりも、今は
手厚い就職指導を しています。  
 
武 市 委 員：いろんな 思いがあると思う が、個人のレベル差 がかなりある
のではないかと思 う。ではどこにター ゲットを絞るか。能 力のある学生
の対応はどのよう にするのか。  
 
事 務 局 畠山：工夫 しながら個別に指 導してい ます。  
 
武 市 委 員：努力され ているのは理解し ているが、アンケー ト結果を見る
と残念ながら反映 されていないので、前向きに改善する 検討をしていか
なければいけない のではないか。  
 
事 務 局 畠山：おっし ゃる通りです。です が、自分の思い通り にならない
学生が、評価を下 げていように も思 います 。  
 
武 市 委 員：日リハ は ほかの学校より も、実習に力を入 れていると思う。
現場では、即戦力が ほしい。実践的な学 生を育てるために、どんな教育
をしてくかが大切 であろうと思う。  
 
高 田 委 員：日リハの 学生は目的意識も 持っていて、教員を 尊敬している
ように感じられ、 大学生よりも良い 印象を受ける。  
実 践 力 を身に付け る指導をするのは、かなり至難の業で ある。社会人を
経験している学生 は、すでに自分が 確 立されている為、指 導はさらに難
しい。  
 
事 務 局 工藤：学生が どう思っているか は考慮する必要が あります 。国試
対策も学校として はかなり手厚く実 施している と思っ ていますが 、まだ
まだ足りないとい う学生もいます。ク ラス担任だけでな く、学科の教員
が 全 員 で サ ポ ー ト し て い く よ う な 形 を う ま く 作 っ て い け れ ば と 考 え て
います。そうすれば 学生の不満も解消 されていくのでは ないかと思 って
います。  
 
事 務 局 畠山：サポー トが不十分だった と感じている学生 がいる ことは確
かだと思います。  
 
高 田 委 員：主に成績 の悪い人がこうい った不満を感じて いるのではない
か。  
 
事 務 局 畠山：再実習 に行く学生が増え てき ました。そうす るとどうして
も時期的に就職指 導や国試対策など 十分に時間が取れ な ません。卒業さ
せるために再実習 に備えての 個別フ ォローをすること が、悪いアンケー
ト結果にもなって しまっている 面も あると思います 。  
 
高 田 委 員：再実習に 行く学生は、自分で 自分がわかってい ないから何時
間話しても、満足 してくれない。  
 
武 市 委 員：何％くら い再実習に行く学 生がいるかわから ないが、意欲の
高い学生を育てる 、アプローチが必 要ではないか  
 
高 田 委 員：できる学 生は自分で成長し ていける。中間層の 学生を上にあ
げることがプラス に働くと思う。  
 
事 務 局 畠山：学校の 方針として、報奨金 制度なども設け、頑 張っている
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学 生 は 認 めていま す。できる学生を中 心に指導すると、学 力の低い 学生
がついて来られな くなってしまいま す。  
 
高 田 委 員：国試の勉 強などでは、できる 学生が学力の低い 学生を組ませ
るとうまくいくケ ースがある。  
 
事 務 局 畠山：国試の 勉強では、グループ 学習指導を行って います。グル
ー プ 編 成 で は で き る 学 生 と あ ま り で き な い 学 生 が 同 じ グ ル ー プ に な る
ように配慮してい ます。  
 
事 務 局 畠山：以前は 就職したい施設に 就職できていまし た 。今は必ずし
も そ う と は 限 ら な い 現 状 が 増 え て き て い る 事 も 関 係 し て い る と 思 い ま
す。  
 
古 川 委 員：アンケー ト を取る時期が３ 月なので、このよう な結果なのだ
と思う。優秀な学生 はすでに就職が決 まっている。再実習 に行かなけれ
ばいけないような 学生は、国試が終わ ってから 就職活動 するように 先生
方も指導している と思う。そうなると どうしても時間が 少なく、不満を
持ってしまうかも しれないが、自分の 経験としても 学校 の 就職支援は丁
寧であったと思う 。  
 
武 市 委 員：就職前に 実際に先輩に来て もらって、仕事のイ メージを持た
せると意識の高い 学生が育つのでは ないか。仕事・働く ことに興味を持
ってもらうことが 大切だと思う。  
 
高 田 委 員：最近は、人間関係が良いと ころ、楽に働けると ころを希望す
る学生が多く、上昇 気質が感じられな い。学生と 話をして いると 、仕事
に対する考えが乖 離していると感じ られる 。  
 
武 市 委 員：専門学校 はやはり、資格を取 って就職するとい う目的がある
学生が集まってい るのではないか。  
 
高 田 委 員：大学は 遊びに来ている学 生も 多い。  
 
事 務 局 畠山：日リハ は良い学生 が多い ですが、とても多く の 事を勉強し
なければならず、 あまり余裕はない のかもしれません 。  
 
古 川 委 員：なるべく 仕事を抱えず、定時 に帰る 、休みをしっ かり取る人
が確かに多い。  
 
武 市 委 員：情報過多 の今、学生がＰＴＯ Ｔ を選ぶ基準が昔 とは違う。高
校の先生もまずは 大学進学を勧める でしょう 。また、 仕事をやめた人、
大卒の人が手に職 を付けるために専 門学校に入る時代 である。  
今 と 昔 では努力に 対する価値観が違 う。やはり、いかに 実践的な学生を
育てるかが大切で ある。  
 
事 務 局 工藤：本日は 、たくさんの貴重な ご意見をいただき、ありがとう
ございました。いた だいたご意見は、今 後の就職指導や国 家試験指導等
に活用するように していきたいと思 います。  
 



- 5 - 

 
５ 上記の委員のご意見を踏まえた活用内容  

（１）就職指導の強化について  

① 卒業生の活用  

各学科４年生（理学療法学科昼間部・夜間部及び作業療法学科昼間部・夜間部）
に対し、医療現場で働いている卒業生を講師とした特別就職指導講義を開催
し、就職に関する助言や先輩として参考になるメッセージを伝えていただく。
（平成２６年度から実施）  

 

② 教員による就職指導面の個別面談の強化  

各学科４年生（理学療法学科昼間部・夜間部及び作業療法学科昼間部・夜間部）
に対し、各学科教員の就職指導に関する個別面談を強化していく（平成２６年
度から実施）  

 

 

（２）国家試験対策  

① ４年生国家試験対策指導  

各学科単位（理学療法学科昼間部・夜間部及び作業療法学科昼間部・夜間部）
で４年生クラス担任教員を統括責任者として、各学科教員は国試対策の役割分
担に基づき、例えば各教員が授業を担当している国家試験対象科目について
は、国試対策等の授業をしていただく仕組みを構築する。  

 

② １～３年次の平素で授業を活用した国試対策  

各学科教員は、各教員が授業を担当している国家試験対策科目について、１～
３年次の授業の中で、国試の過去問を活用する等、国試を意識した授業の展開
をされるよう要請していく（平成２６年度から）  

 

 

（３）日本リハビリテーション専門学校の「平成２５年度自己評価・学校関係者評
価報告書」  

①   日本リハビリテーション専門学校の「平成２５年度自己評価・学校関係者評
価報告」の点検項目（中項目）の「基準３教育活動の点検中項目｛３－１８｝
資格取得の指導体制はあるか」の「今後の課題」の記載で、「各学科単位で４
年生クラス担任を総括責任者とし、各学科教員は国試対策の役割分担に基づ
き、例えば、各教員が授業を担当している国家試験対象科目については、国試
対策の授業等を実施して頂く仕組みを構築する他、各学科教員が授業を担当し
ている国家試験対象科目については、１～３年次の授業の中で、国試の過去問
を活用する等国試を意識した授業を展開されるよう要請していくこととする。  

 

②   日本リハビリテーション専門学校の「平成２５年度自己評価・学校関係者評
価報告」の点検項目（中項目）の「基準４教育成果の点検中項目｛４－１９｝
就職率（卒業者就職率、求職者就職率、専門職就職率）」の向上が図られてい
るか」の「今後の課題」の記載で、「医療現場で働いている卒業生を講師とし
た特別就職指導講義を開催し就職に関する助言や先輩として参考になるメッ
セージを伝えて頂く他、各学科教員の就職指導に関する個別面談を強化してい
くことも必要であると明記。  


